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４．防災について-熊本地震を踏まえて 

平成 28 年 4 月 16 日に熊本地方を中心に発生

した熊本地震（最大震度 7 が 2 回、6 強が 2 回）

では甚大な被害が発生し、今なお、避難を余儀な

くされている方が多数に上ります。 

今回の地震は直下型ということで、津波被害が

大きかった東日本大震災よりも、すみれが丘が含

まれる関東・横浜地域で地震が発生した場合に予

想される被害が類似すると考えられます。そこで、

熊本地震で発生したことを踏まえ、私たちが今後

備えるべきことを考えます。 

１）熊本地震と被害状況の概要  

2016年 6月 16日現在の熊本県内の主な被害状

況は下記のとおりです。 

・死者 49 名、負傷者 1,263 名（うち重傷 335 名） 

・家屋の全壊 7,693 棟、半壊 22,982 棟、一部破

損 109,892 棟。火災は 16 件発生） 

・最大の避難所数は 855 か所で避難者数 183,882

名（4/17 時点）。6/16 現在でも 6,259 名。 

この他、がけ崩れ、地すべり、土石流が多数発

生し、道路や河川堤防などのインフラ、水道、ガ

ス等のライフラインも大きな被害を受けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 益城町での調査によると、倒壊家屋のうち、耐

震基準が強化された 1981 年以降の建物でも約８ 

％が大きな被害を受け、55％がやや小さいながら

も被害を受けたことがわかりました。 
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た木山神社 

完全に倒壊したお寺（専寿寺） 
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２）熊本地震からの教訓  

 今回の地震からはどのようなことが学べるで

しょうか。 

○余震 

 今回は本震が後に来ましたが、大きな地震の際

には余震を想定して行動すべきです。余震で倒壊

した建物も多く、繰り返し揺さぶられることで建

物の強度が落ちることが考えられます。 

○耐震診断・補強 

 耐震基準強化後の建物も壊れましたが、それ以

前に建てられた建物の被害の割合が圧倒的に多

く、耐震診断や補強の重要性がわかります。横浜

市の助成制度等を活用して、診断しましょう。す

みれが丘会館も耐震補強を行う予定です。 

○断層の近くは要注意 

 今回は既知の断層帯が

主な震源ですが、その周

辺も動いており、従来断

層が明確にはわかってい

ないところでも警戒が必

要です。横浜市内では断

層は見つかっていません

が、立川断層の延長線上に横浜市は位置し（上図）、

油断はできません。 

○移動できる被災者 

 今回の震災で指摘されたことの１つが、被災者

が移動手段（車）と多くの情報を持っていたこと

です。それらは決して悪いことではありませんが、

一部の物資のある場所への被災者の殺到や交通

渋滞の発生もあったことから、発災後の行動には

注意と配慮が必要です。 

○インフラの被災 

 主要なライフライン以外では、道路への影響が

目立ちます。特に体の不自由な方等には影響が大

きいことが懸念されます。助けが必要な方の存在

に普段から気をつける必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

道路をふさぐ倒れたブロック塀 

○震災ゴミ 

 震災ゴミの処理の遅れが各地でみられました。

発災後にはどうすればよいか、地域独自のルール

づくりが必要かも知れません。 

 

 

 

 

 

 

 

○家庭での備蓄 

 水や薬のほか、タンパク源となるプロテインや

ビタミン源となるタブレット類の補助食品、携帯

トイレ等の重要性が指摘されました。 

３）すみれが丘での備えについて  

横浜市等によるとすみれが丘でも震度 5 強の

地震が想定されています。耐震補強や家具の固定、

早期の避難など、まずは自分と家族の身を守るこ

と、そして最低限の備蓄などの“自助”が必要で

す。そして行政による援助（公助）につなぐもの

として、地域がお互いに助け合う（共助）を意識

することが、よりよい地域づくりにつながると考

えられます。防災・減災は普段のご近所のあいさ

つから始まるとお考えください。 

町内会でも避難所用の給水タンクなど最低限

の備えは行っていますが、まったく不十分なこと

はあきらかです。今後会員の皆様のご協力も得て、

すみれが丘における共助のあり方を話し合って

いくことが重要と考えます。 

４）防災部会の活動とお願い  

高田部会長・三宅副部会長 

防災部会は、①各家庭・世帯における防災・減

災に関する啓発活動や訓練、②地域防災計画の立

案などに取り組んでいます。今年も春の初期消火

訓練を実施し、秋には防災訓練、防災備品の管理

等を実施する予定です。40 周年記念誌に掲載し

た初期消火箱や消火栓の位置図もご覧ください。 

防災は熊本地震の例をみるまでもなく、町内会

活動の最重要課題の１つであり、会員の皆様方の

準備がきわめて重要です。ぜひ秋の防災訓練には

積極的に参加し、災害への備えについて理解を深

めていただきますようお願いします。 

 

立川断層 

横浜市 
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５．平成 28 年度の行事予定 

平成 28 年度の町内会の行事予定は下表のとお

りです（4～6 月分は終了。日付決定済みの行事

もあります。）。多くの会員の皆様のご参加をお願

いします。 

主要行事予定 

月 行事等 

４月 

春の全国交通安全運動、交通安全のぼり設置

（4/6～15） 

平成 28 年度（第 41 回）町内会総会（4/24） 

５月 

初期消火訓練（5/8） 

健康づくりウォーキング講習会（5/30） 

第 1 回ﾌﾞﾛｯｸ組長会（各ﾌﾞﾛｯｸで適宜調整） 

６月 

ブンネ演奏出前教室（6/3） 

社会福祉協議会賛助会員募集 

子育て世代に向けての講演会（6/10） 

平成 28 年度第 1回組長会（6/26） 

７月 

広報誌「すみれが丘」夏号発行 

夏休みラジオ体操の会（7/18～7/24） 

すみれ夏祭り後援（7/30） 

９月 

秋の全国交通安全運動、交通安全看板・のぼ

り設置（9/21～30） 

第 37 回すみれが丘敬老会（9/25） 

10月 
交通安全講習会（10 または 11 月） 

防災訓練（10/16） 

11月 

赤い羽根共同募金 

消火器詰替・新規購入（11/12） 

年末助け合い募金 

けやき通り清掃（11～12 月） 

第 2回ﾌﾞﾛｯｸ組長会（各ﾌﾞﾛｯｸで適宜調整） 

すみれ小・ふれあいすみれクリーン活動参加 

12月 
餅つき大会（12/4） 

年末パトロール 

１月 第 32 回すみれが丘どんど焼き（1/15） 

２月 
平成 28 年度第 2回組長会（2/12） 

広報誌「すみれが丘」冬号発行 

３月 
更生保護バザーとりまとめ 

第 21 回更生保護バザー 

 

６．専門部会長から 

今年度から専門部会の体制等に異動がありま

した。今後の予定等も含めてお知らせします。 

1)広報部会（西部会長） 

今年度より広報部会長を務めます。月 2 回の広

報活動、ホームページの更新、広報誌の配付等を

通じ、会員の情報交換に努めます。 

2)交通安全部会（宮内部会長） 

 皆さんと一緒に、交通安全な町づくりを進めて

いきたいと思います。本年度は自転車事故防止＆

マナー向上に努めたいと思い、11 月に自転車講

習会を予定していますので是非ご参加ください。 

3)体レク・子ども部会（三品部会長・林副部会長） 

今年も「夏休みラジオ体操の会」、「餅つき大会」

などの楽しい行事を企画しております。これらを

通じて、町内の親睦・交流、子ども達の健全な育

成を目指します。ぜひご参加ください！ 

4)環境衛生部会（山本部会長・上月副部会長） 

４月に改定したゴミ出しルールを各戸配布す

るとともに、組長さんのご協力で集積所への掲

示・差し替えを行っています。大事な資源ゴミの

分別について、わかりやすく町内の皆さまにお伝

えするよう心がけます。また、集積場の利用状況

の改善に努め、公園やけやき通りの清掃などを皆

さまのご協力を得て進めてまいります。 

5)福祉部会（富岡部会長） 

ウォーキング講習会、ブンネ演奏出前教室、子

育て世代に向けての講習会を 5～6 月に開催しま

した。その結果は改めて報告します。秋には例年

通り敬老会も開催します。ご参加ください。 
6)防犯部会（安藤部会長） 

６月にすみれが丘で空き巣被害が発生しまし

た。皆様どうかお気を付けください。 

 

７．おくやみ 

 平成 28 年 2 月以降、次の方々についてご逝去

のお知らせをいただきました。こころよりご冥福

をお祈り申しあげます。（敬称略） 

平成 27 年 9 月 故 茗荷 雅夫様 （41-40） 

平成 28 年 4 月 故 安田 一二三様 （18-44） 

平成 28 年 4 月 故 中里 照男様 （35-22） 

平成 28 年 5 月 故 戸市  紀様 （42-22） 

平成 28 年 6 月 故 奥住 邦夫様 （5-13） 

※おくやみ情報は組長を通じ随時お知らせください。 

長年すみれが丘町内会に貢

献された、前防犯部会長の戸

市  紀氏が本年 5 月永眠され

ました。どんど焼きや夏祭り

などで、笑顔でいきいきと動

き回られていた姿が目に焼き

付いています。ご冥福をお祈

りいたします。 

 

 

 

 

 

＜編集後記＞ 

※年度末に町内会 40 周年記念誌が完成し、先ごろお届

けしました。ご意見・ご感想をお寄せください。 

＊記事・記者募集！！ 

※ホームページや広報誌の記事作成、取材記者、編集委

員を募集しています。下記担当までご連絡ください。 

担当：広報部会副部長 西 浩司 

電話：594-1971、メール：info@sumiregaoka.com 
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～夏号の内容～ 

１． 会長挨拶 

２． 平成 28 年度総会が開催されました 

３． すみれ夏祭り（7/30）のお知らせ 

４． 防災について－熊本地震を踏まえて 

５． 平成 28 年度の行事予定 

６． 専門部会長から 

７． おくやみ 

 

１．会長挨拶 

会長 荒牧國弘 

 昨年度に引き続き、今年度も町内の高齢化対策

を重点に取り組みます。その１つとして中通りの

歩道のうねり対策を進めています。該当するお宅

のご理解とご支援を宜しくお願いします。また、

けやき通りのケヤキは、樹木診断では危険はない

との結果でしたが、並木としての健全さ維持する

には間引きが必要となっています。今年度から毎

年 10 本前後が伐採されますが、まずは交差点周

辺や街灯周辺から始められる予定です。 

40 周年記念誌でも紹介した 1982 年発足の「す

みれ卓球クラブ」さんが、本年 3月に活動を終了

されましたが、その際町内会にご寄付いただきま

した。長年の活動に敬意を表するとともに、この

場をお借りして深くお礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの 40 周年記念誌を持つ 

荒牧会長とすみれが丘小学校藤森校長 

  

２．平成 28 年度総会が開催されました 

平成 28 年度すみれが丘町内会の第 41 回総会

が 4月 24 日（日）13～16 時にすみれが丘小学校

体育館で開催され、前年度の事業・決算報告、今

年度の事業計画・予算、町内会館の整備の計画、

役員人事、町内会会則の改訂等が賛成多数で承認

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

新旧役員で記念撮影 

 

３．すみれ夏祭り（7/30）のお知らせ 

すみれ夏祭り実行委員会 

第７回目のすみれ夏祭りを 7 月 30 日（土）に

すみれが丘小学校で開催します。今年も町内会の

協賛をいただきました。大変感謝しています。 

テーマを『リオより熱く！すみれ７つ祭り!!』

として、子どもみこし、盆踊り、ステージでの出

し物、クイズ、花火大会など楽しい企画を用意し

ています。どうかふるってご参加ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

過去のすみれ夏祭りの様子 
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